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 転倒防止のため、移動時、患者さんの見守りをしていると 
思いますが、適切なポジションで見守りができているでしょうか。 
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正しく見守りできていますか？ 

患者さんとの距離 

患者さんと、近すぎず、遠すぎず
適度な距離を保ちましょう。 

患者さんのやや斜め後ろに 
立ちましょう。 

介助者の立ち位置 

介助の位置 
転倒の危険性のある患者さんが
歩行する際にはズボンの 
上端を把持しましょう。 

適切なポジショニングには個人差があります。 
患者さんの評価や、細かい介助方法で疑問・質問があれば 

リハビリ室までお問い合わせください（３５７１） 


